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令和元年度年末年始の交通事故防止運動実施要綱

１ 運動の目的

年末年始は，早朝，夕暮れ時，夜間の交通事故が増加する傾向にある。

そのため，県民総ぐるみで交通事故防止運動を展開し，広く県民に交通安全意識

を持たせ，交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣づけることで，交通

事故の防止を図る。

２ 主唱

鹿児島県交通安全県民運動推進協議会

３ 推進機関

県，県警察，各市町村

鹿児島県交通安全県民運動推進協議会構成機関・団体

４ 運動期間

令和元年12月10日（火）～令和２年１月10日（金）

５ スローガン

『年末年始 マナーアップで 事故防止』

６ 運動の重点

⑴ 早朝，夕暮れ時，夜間の交通事故防止

～「３（サン）ライト運動」の展開～

⑵ 高齢者の交通事故防止

～「プラス１（ワン）運動」の展開～

⑶ 飲酒運転の根絶

～「飲酒運転８（やっ）せん」運動の展開～

⑷ 全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底

～全席ベルト着用！！「します・させます運動」の展開～

⑸ 自転車利用時の交通ルールの遵守とマナーの向上

７ 各重点の設定趣旨及び主な推進項目

各重点項目の設定趣旨は以下のとおりであり，各重点に掲げる項目を中心に，参

加・体験・実践型の交通安全教育や広報啓発活動，街頭での交通安全指導や保護・

誘導活動を実施する。

⑴ 早朝，夕暮れ時，夜間の交通事故防止 ～「３（サン）ライト運動」の展開～

ア 設定趣旨

年末年始は一年の中で夜が最も長くなる時期であり，早朝，夕暮れ時，夜

間において重大事故に繋がるおそれのある交通事故の発生が増加する傾向に

あること。

※ 早朝・夕暮れ時・夜間の時間帯（18:00～翌06:00）における交通死亡事

故の発生は全死亡事故の５割以上を占めている。（過去５年間）
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イ 主な推進事項

○ 夕暮れ時における自動車の前照灯の早めの点灯（日没30分前）の励行

○ 夜間の対向車や先行車がいない状況におけるハイビームの活用の励行

○ トンネル内における前照灯の点灯の励行

【３（サン）ライト運動】

・夕暮れ時の早めのライト点灯

・原則上向きライト点灯

・トンネル内ライト点灯

⑵ 高齢者の交通事故防止 ～「プラス１（ワン）運動」の展開～

ア 設定趣旨

高齢運転者による重大事故及び高齢歩行者が被害者となる交通死亡事故が依

然として発生していること。

※ 高齢運転者が加害者となる交通死亡事故の発生件数は10件と，全交通死亡

事故の24.4％を占めている。（９月末現在）

※ 高齢歩行者が被害者となる交通死亡事故の発生件数は13件と，歩行者がは

ねられる死亡事故の72.2％を占めている。（９月末現在）

イ 主な推進事項

【高齢運転者向け】

○ 高齢運転者に対する加齢等に伴う身体機能の変化（認知機能の低下，

疾患による視野障害の増加，反射神経の鈍化，筋力の衰えなど）が交通

行動に及ぼす影響などの安全教育及び広報啓発

○ 衝突被害軽減ブレーキやペダル踏み間違い時加速抑制装置の搭載され

たセーフティ・サポートカーＳ（略称:サポカーＳ）の普及啓発

○ 体調や天候，道路環境等を考慮した補償運転の推進

○ 身体機能の低下等により安全な運転に不安のある運転者等に対する運

転適性相談窓口の積極的な周知及び利用促進

○ 運転免許証の自主返納制度及び自主返納者に対する各種支援施策の広

報啓発による自主返納のしやすい環境作りの醸成及び支援制度の充実

○ 70歳以上の運転者に対する高齢者マークの使用促進，高齢者マークを

表示している自動車への保護義務の周知徹底

○ 高齢者の運転に関する家庭内での話合いの促進

【高齢歩行者向け】

○ 反射材等が組み込まれた衣服，履物等，身の回り品の活用促進

○ 各種広報媒体を活用した夜光反射材用品の着用，明るい服装等の着用

効果などに関する広報啓発活動の促進

○ 広報啓発時における，高齢者の靴・杖等に対する夜光反射材の直接貼

付・装着活動の促進

○ 補償行動（危険が増す夜間の外出自粛，安全な場所の横断）の広報

【プラス１（ワン）運動】

・横断時の確認をプラス１（道路中央付近でもう一度左を確認）

・夜光反射材をプラス１

・明るい服装をプラス１
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⑶ 飲酒運転の根絶 ～「飲酒運転８（やっ）せん」運動の展開～

ア 設定趣旨

重大事故の原因となる飲酒運転による悲惨な交通事故が依然として後を絶

たないこと。また，年末年始は，忘年会，新年会等，飲酒の機会が増えるこ

とから，県民全員で「飲酒運転は絶対しない，させない」という気運の醸成

を図る必要があること。

イ 主な推進事項

○ 飲酒運転の根絶に向けた，地域，職場，家庭等における飲酒運転を許さな

い環境づくりの促進

○ 飲食店等における運転者への酒類提供禁止の徹底及びハンドルキーパー運

動の促進

○ 飲酒運転の悪質性・危険性を理解させるなど，飲酒運転をさせない運転者

教育の推進

○ 自動車運送事業者による点呼時におけるアルコール検知器の使用等，飲酒

運転の根絶に向けた取組の実施

【飲酒運転８（やっ）せん運動】

・酒を飲んだら運転しません。

・運転するなら酒は飲みません。

・酒を飲んだ人には運転させません。

・酒を飲んだ人には車は貸しません。

・運転する人には酒はすすめません。

・酒を飲んだ人の車には同乗しません。

・使用者は，従業員に飲酒を命じたり，認めたりしません。

・酒を飲んだら自転車にも乗りません。

⑷ 全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底

～全席ベルト着用！！「します・させます運動」の展開～

ア 設定趣旨

自動車乗車中における後部座席シートベルトの着用率やチャイルドシートの

使用率がいまだ低調であること。

※ 昨年の後部座席シートベルト着用率：全国ワースト１位（17.5％）

※ 本年のチャイルドシート使用率：全国27位（68.9％）

イ 主な推進事項

○ 後部座席を含めた全ての座席におけるシートベルトとチャイルドシートの

着用義務の周知徹底

○ シートベルトとチャイルドシートの正しい着用の必要性・効果に関する理

解の促進

○ シートベルトの高さや緩みの調整，チャイルドシート本体の確実な取付方

法及びハーネス（肩ベルト）の締付方法等，正しい使用方法の周知徹底

○ 高速乗合バス及び貸切バス等の事業者に対し，全ての座席におけるシート

ベルト着用を徹底させるための指導・広報啓発の強化
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【全席ベルト着用!!「します・させます運動」】

・車を運転するならシートベルトをします

・車に同乗するならシートベルトをします

・子ども（幼児）にはチャイルドシートをさせます

・後部座席を含む全席にシートベルトをさせます

⑸ 自転車利用時の交通ルールの遵守とマナーの向上

ア 設定趣旨

「ながらスマホ」や「傘差し運転」など，依然として自転車利用時の交通ル

ールとマナーが守られていないこと。また，自転車利用時の「自転車損害賠償

保険等の加入」や転倒時の被害軽減に有効な「ヘルメット着用」などについて，

更なる理解の促進を図る必要があること。

イ 主な推進事項

○ かごしま自転車条例の更なる理解促進

・ 自転車事故被害者の救済に資するための損害賠償責任保険等への加入の徹底

・ 中学生以下の子の乗車用ヘルメット着用の徹底と，全自転車利用者に対

するヘルメットの着用の促進

○ 自転車利用者に対して「かごしま自転車安全利用五則」を活用した前照灯

の点灯，通行方法等の交通ルールとマナーの周知徹底

○ 二人乗り，並進，飲酒運転の禁止の徹底と，傘差し，スマートフォン等使

用，イヤホン使用等の危険性の周知徹底

○ 幼児を幼児用座席に乗車させる際のシートベルト着用と，幼児二人同乗用

自転車の安全利用の促進

○ 自転車通行空間が整備された箇所における通行ルールの周知徹底

【かごしま自転車安全利用五則】

・自転車は，車道が原則，歩道は例外

・車道は左側を通行

・歩道は歩行者優先で，車道寄りを徐行

・安全ルールを守る

○飲酒運転・二人乗り・並進の禁止

○夜間はライトを点灯

○交差点での信号遵守と一時停止・安全確認

・ヘルメットを着用

※ 平成30年度より本県独自に設定


